
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ４月１８日（日）、井原小学校体育館にて「子ども会発会式」を行い、今年度の子ども会活動を

開始しました。 
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今年度より会長の大役をお引き受けしました石飛です。日頃は、子ども会活動に対し多大な

るご協力並びにご理解を頂きましてありがとうございます。 

さて、今年は新１年生１２名、転入生２名の加入をいただき、小中学生総勢６６名でスター

トします。この１年間、怪我や事故の無いように活動していきたいと思います。 

子ども会は、様々な活動を通して、子ども達の健全育成に力を注いでまいります。しかし、

子ども会一団体の力は、限られています。皆様のご協力をよろしくお願い致します。 

地域が一体となって、未来の宝『井原っ子』を、誇れる子どもに育てましょう。 

２２年度の子ども会活動予定 

(1) ソフトバレーボールを、年間を通じて

の中心的な活動とする。 

  （練習のほか、他校との交流試合、 

各種大会への参加） 

(2) ソフトバレー以外にも、色々な行事

（文化･スポーツ活動）を随時行う。 

(3) 白木町子ども会(町子連)が主催する 

行事に参加する。 

  （サマーキャンプ、秋季球技大会等） 

(4) 地域の他団体の行事への参加・協力を 

行う。 

新子ども会 会長 あいさつ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白木町内の小学生を対象に、身近な材料であ

る「ペットボトル」を使ったロケット模型づく

りとその打ち上げ競技が行われました。 

ペットボトルロケットは、水を入れた後、手

押しポンプで加圧して飛ばしましたが、きれい

に発射できた時の爽快感は格別でした。 

参加した井原っ子のうち、飛行距離の記録で

１年生の部で優勝（80.0ｍ），３年生の部で第３位（77.2ｍ）を獲

得することができました。おめでとう！ 

 

古き良き昭和の時代まで、井原の市にて毎年

５月に賑やかに開かれていた「魚市」。この魚市

を復活させるべく、これまでＮＰＯ法人「夢の

広場ようこそ」さんが取り組まれていましたが、

今年は更に地域の皆さんの力でパワーアップ！  

色々な催しが行われる中、井原っ子たちは、

屋台でお昼をいただくとともに、史跡をめぐる

スタンプラリーに招待していただきました。 

あいにくの雨でしたが、郷土史同好会の有田さんから詳しいご説

明をいただきながら、近隣４か所の史跡を巡りました。子どもたち

とともに、実は保護者も大変勉強になり、充実した一日を過ごすこ

とができました。 

今年８月に広島市内で開催される

「広島国際アニメーションフェスティ

バル」の一環として、同事務局の福本

さんをはじめとするスタッフ３名の方

にお越しいただき、パラパラアニメの

作り方を教えていただきました。 

「パラパラアニメ」とは「パラパラ

まんが」のことですが、子どもの頃にノートの端で描かれた方

も多いはず。このパラパラアニメをひとつの作品として作り上

げることを通じて、アニメーションを創ることの面白さや大変

さの一端を体験することができました。 

    

井原学区子ども会は、井原小学校に通学する小学生と、井原学区内の中学生で構成しています。 

ただ今、仲間になってくれる子どもさんを大募集しています。（特に、小学生は大～大歓迎です！） 

お知り合いの方がいらっしゃいましたら、ぜひお声かけのほど、宜しくお願いいたします。 

「井原っ子」 
まだまだ募集中！ 


